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労働者健康安全機構の両立支援スタイル	
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復職希望・自己管理	
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会社に迷惑をかけ
てるし辞めないと	
いけないかな？	

貴重な人材だが
会社の経営のこ
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生活費や治療費
はどうしたら	
いいだろう？	

職場環境の把握
→就業上の配慮�

チーム医療を原則とし、知識を持った「コーディネーター」を中心に、�
真に支援を求めている患者さんを初期の段階で拾い上げ、必要かつ適切な支援へと導く	


